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相対的に高い経済成長が期待される地域とし
て、近年、アセアン（東南アジア諸国連合）に注
目が集まっています。

世界の「開かれた成長センター」、アセアン

アセアンとは、東南アジアに位置する10ヵ国（イ
ンドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリ
ピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、
ラオス）で構成される世界有数の経済共同体で
す。また、2022年11月に東ティモールのアセアン
加盟が原則承認、2023年5月には同国の正式
加盟に向けた行程表が採択され、今後、加盟国
がさらに拡大する見通しです。

アセアン加盟国は近年、高い経済成長を続け
ており、2000年以降、約20年間で名目GDPは5

倍以上に拡大しています。豊富な人口や経済成
長に伴なう消費の拡大、積極的な経済連携など
を背景に、世界の「開かれた成長センター」として、
今後も高水準の経済成長が期待されています。

世界的なサプライチェーンの再構築が進む

2017年の米トランプ政権発足以降、米中の対
立が顕在化しています。米国では2022年、同国
内での半導体製造を支援する「CHIPS法」が施
行されました。この法律では、向こう10年、中国
で設備投資を行なわないなどの条件の下、米国
内で半導体関連の投資を行なう企業に資金援
助するもので、半導体産業の育成に力を入れる
中国を強く意識した内容になっています。一方、
中国では、政府や国有企業での米ハイテク大手

アップルの「iPhone」など海外メーカーの電子機
器の業務使用を禁止することが報道されるなど、
対抗策を打ち出しています。こうした米中の対立
などを背景に、世界の企業は中国に依存したこ
れまでのサプライチェーンを再構築する必要に迫
られています。

アセアンへの投資が急拡大

こうした中、豊富な人口や相対的に安い労働コ
ストに加え、2022年に発効した「RCEP（地域的
な包括的経済連携）協定」などの広域経済連携
を幅広く結ぶアセアンには、中国を補完する生産
拠点「チャイナ・プラスワン」として、世界の企業か
らの注目が集まっています。米国や欧州などによ
る投資増加を背景に、アセアンへの投資規模は
大きく拡大しています。中でも、製造業への投資
額が急拡大しており、アセアン諸国がEV（電気自
動車）関連事業の成長に力を入れる中、日本の
自動車大手各社や中国のEV大手BYDなどがア
セアンでのEV生産に向けて投資を行なうほか、
韓国の半導体大手サムスン電子なども多額の投
資を行なっています。こうした世界的に名だたる
企業の進出が、同地域の経済成長を加速すると
期待されます。

-200

0

200

400

600

800

金融・

保険

製造 卸売・

小売

運輸・

倉庫

情報

通信

2012年 2022年

1,169

2,223

1,211

1,891

242
494

0

1,000

2,000

3,000

2012年 2022年

0 2 4 6 8

（ご参考）日本

（ご参考）世界

シンガポール

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

フィリピン

2023年9月13日Vol. 1,919

世界の製造拠点として熱い視線を浴びるアセアン

●上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。

急拡大するアセアンへの直接投資

アセアン主要国のGDP成長率
2023年予想

※上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。また、当社ファンドにおける保有・非保有
および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

出所：IMF（国際通貨基金）
※2023年4月時点のIMF予想

*

海外からアセアン、中国およびインドへの直接投資額

相対的に高い成長が見込まれるアセアン加盟国

出所：ASEANSTAT

海外からアセアンへの直接投資額の上位業種

出所：UNCTAD（国際連合貿易開発会議）
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